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内容内容内容

•• 基準策定の経緯と今後の予定基準策定の経緯と今後の予定

•• 改正条約案改正条約案

•• 塗装性能基準案塗装性能基準案

•• 塗装試験基準案塗装試験基準案

•• 代替手法性能基準案代替手法性能基準案

•• 耐食鋼性能基準案・試験基準案耐食鋼性能基準案・試験基準案

•• おわりにおわりに
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貨物油タンク防食義務化の経緯貨物油タンク防食義務化の経緯貨物油タンク防食義務化の経緯

設計設備小委員会（ＤＥ５０～ＤＥ５２）にて議設計設備小委員会（ＤＥ５０～ＤＥ５２）にて議
論論

２００７～２００７～

２００９２００９

19901990年後年後
半～半～20002000
年前半年前半

老朽船タンカーの油流出事故相次ぐ老朽船タンカーの油流出事故相次ぐ

（プレステージ号事故（プレステージ号事故(2002 (2002 年年)) 等）等）

２００３～２００３～

２００５２００５
欧州海事安全庁（ＥＭＳＡ）がパネルを設置し、欧州海事安全庁（ＥＭＳＡ）がパネルを設置し、
対応策につき議論。レポートとして取り纏め対応策につき議論。レポートとして取り纏め

２００６．１１２００６．１１
MSC82: MSC82: 欧州各国及び関係団体（２８カ国・団欧州各国及び関係団体（２８カ国・団

体）が貨物油タンクの塗装義務化に関する体）が貨物油タンクの塗装義務化に関する
SOLASSOLAS改正案を共同提案改正案を共同提案

２００９．５２００９．５ MSC86MSC86：：SOLASSOLAS改正案を承認改正案を承認
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貨物油タンク防食義務化の経緯
[今後の予定（最短ケース）]

貨物油タンク防食義務化の経緯貨物油タンク防食義務化の経緯
[[今後の予定（最短ケース）今後の予定（最短ケース）]]

２０１０．２２０１０．２ ＤＥ５３：ＤＥ５３：性能基準案の最終合意性能基準案の最終合意

２０１０．５２０１０．５
MSC87:SOLASMSC87:SOLAS改正案及び性能基準案の改正案及び性能基準案の

採択採択

２０１２．１２０１２．１ 改正改正SOLASSOLAS及び性能基準の発効及び性能基準の発効



代替手法性能基準代替手法性能基準
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貨物油タンク防食義務化
基準の体系

貨物油タンク防食義務化貨物油タンク防食義務化
基準の体系基準の体系

ＳＯＬＡＳ改正条文ＳＯＬＡＳ改正条文

塗装性能基準塗装性能基準

塗装メンテナンスガイドライン塗装メンテナンスガイドライン

防食免除ガイドライン防食免除ガイドライン

塗装試験基準塗装試験基準

耐食鋼性能基準
試験基準

耐食鋼性能基準
試験基準

〈※）各種基準・ガイドライン名は仮称
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SOLAS改正案の概要（１）SOLASSOLAS改正案の概要（１）改正案の概要（１）

•• 対象船対象船：：5,000DWT5,000DWT以上の原油タンカー以上の原油タンカー

•• 船舶船舶への適用時期への適用時期：：[[未定未定]]

（（バラストタンクの塗装基準バラストタンクの塗装基準は、以下船舶が対象は、以下船舶が対象

* * 20082008年年77月月11日（発効日）以後に契約された船舶日（発効日）以後に契約された船舶

**契約のない船舶は、契約のない船舶は、20092009年年11月月11日以後の建造日以後の建造

**20122012年年77月月11日以後に引渡しが行われる船舶日以後に引渡しが行われる船舶 ））
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SOLAS改正案の概要（２）SOLASSOLAS改正案の概要（２）改正案の概要（２）

規制内容規制内容(SOLAS II(SOLAS II--1/A1/A--1/ Regulation 31/ Regulation 3--[ ])[ ])：：

：：原油タンカーの全ての原油タンカーの全ての貨物油タンクに以下の貨物油タンクに以下のいずれかのいずれかの防防
食措置を義務化食措置を義務化

(1)  (1)  塗装性能基準（塗装性能基準（PPerformance erformance SStandard for tandard for PProtectiverotective

CCoating oating forfor CCargo argo OOil il TTanksanks）に従った塗装）に従った塗装

(2)  25(2)  25年の間、構造健全性を維持するような（塗装以外の）年の間、構造健全性を維持するような（塗装以外の）
代替手法若しくは耐食材による防食代替手法若しくは耐食材による防食 [[ 代替手法性能基準代替手法性能基準
（（PPerformance erformance SStandard tandard for alternative meansfor alternative means of corrosion of corrosion 
protection for cargo oil tanks)protection for cargo oil tanks)を満たす必要有を満たす必要有]]
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SOLAS改正案の概要（３）SOLASSOLAS改正案の概要（３）改正案の概要（３）

防食防食義務義務の免除規定：の免除規定：

１．主管庁は塗装以外の代替新規技術を試験の目途で使用す１．主管庁は塗装以外の代替新規技術を試験の目途で使用す
る場合、一定の条件の下、る場合、一定の条件の下、条約で述べる条約で述べる当該タンクの当該タンクの防食防食義義
務を免除可能（免除証書へ要記載）務を免除可能（免除証書へ要記載）

２．主管庁は、当該船舶が専ら、①腐食を起こさない貨物を、②２．主管庁は、当該船舶が専ら、①腐食を起こさない貨物を、②
腐食を起こさないハンドリングにて、輸送する場合には当該船腐食を起こさないハンドリングにて、輸送する場合には当該船
舶の防食義務を免除可能（適用除外及びその条件は免除証舶の防食義務を免除可能（適用除外及びその条件は免除証
書へ要記載書へ要記載))（＊）（＊）

（＊）今後、ＩＭＯにて（＊）今後、ＩＭＯにて防食免除防食免除ガイドラインを策定予定ガイドラインを策定予定
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塗装性能基準案と塗装試験基準案塗装性能基準案と塗装試験基準案塗装性能基準案と塗装試験基準案

〈※）各種基準・ガイドライン名は仮称

代替手法性能基準代替手法性能基準

ＳＯＬＡＳ改正条文ＳＯＬＡＳ改正条文

塗装性能基準塗装性能基準

塗装メンテナンスガイドライン塗装メンテナンスガイドライン

防食免除ガイドライン防食免除ガイドライン

塗装試験基準塗装試験基準

耐食鋼性能基準
試験基準

耐食鋼性能基準
試験基準
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塗装性能基準案の概要(1)
(PSPC for COT)

塗装性能基準案塗装性能基準案の概要の概要(1)(1)
(PSPC for COT)(PSPC for COT)

強制要件強制要件

バラストタンクのＰＳＰＣをベースに作成バラストタンクのＰＳＰＣをベースに作成

ＩＭＯでのこれまでの議論で大部分は既に合意。現在は、ＩＭＯＩＭＯでのこれまでの議論で大部分は既に合意。現在は、ＩＭＯ
に設置された通信グループ（に設置された通信グループ（EE--mailmailベースのグループ）にて、ベースのグループ）にて、
主に以下主に以下33つの課題を検討。つの課題を検討。

ショッププライマＡ＋メインコートＡショッププライマＡ＋メインコートＡで試験を合格している場合、で試験を合格している場合、
ショッププライマＡ＋メインコートＢ（試験済）の組み合わせも、簡ショッププライマＡ＋メインコートＢ（試験済）の組み合わせも、簡
略化略化試験（親和性試験）試験（親和性試験）をパスすれば使用可能としていいかどうをパスすれば使用可能としていいかどう
か（バラストの塗装基準では可）か（バラストの塗装基準では可）。。

エポキシ塗料以外の塗料を実船試験エポキシ塗料以外の塗料を実船試験によりにより承認する際、承認する際、試験で試験で
用いる用いる原油をどう定義するか。原油をどう定義するか。

塗装テクニカルファイルの文言上の定義塗装テクニカルファイルの文言上の定義



•• 現在の性能基準案で要求される塗装範囲現在の性能基準案で要求される塗装範囲
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塗装性能基準案の概要(2)
(PSPC for COT)

塗装性能基準案塗装性能基準案の概要の概要(2)(2)
(PSPC for COT)(PSPC for COT)
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塗装試験基準案
(Test Procedures  of PSPC for COT)

塗装試験基準塗装試験基準案案
(Test Procedures  of (Test Procedures  of PSPC for COT)PSPC for COT)

強制要件強制要件 –– PSPCPSPCの一部として強制要件化することを第５２回の一部として強制要件化することを第５２回
設計設備小委員会設計設備小委員会(DE52)(DE52)にて合意にて合意

本件を議論するために、通信グループの下に、産業ワーキン本件を議論するために、通信グループの下に、産業ワーキン
グ グ ル ー プ （ Ｊ Ｗ Ｇ ） を 設 置 （グ グ ル ー プ （ Ｊ Ｗ Ｇ ） を 設 置 （ 国 際 塗 料 印 刷 イ ン キ 協 議国 際 塗 料 印 刷 イ ン キ 協 議
会会:IPPIC:IPPICが議長）が議長）

現在、欧州・アジアの塗料業界が現在、欧州・アジアの塗料業界がJWGJWGにて作成した試験法案にて作成した試験法案

を検証中。を検証中。
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代替手法性能基準案と
耐食鋼の性能基準案・試験基準案

代替手法性能基準案と代替手法性能基準案と
耐食鋼の性能基準案・試験基準案耐食鋼の性能基準案・試験基準案

〈※）各種基準・ガイドライン名は仮称

代替手法性能基準代替手法性能基準

ＳＯＬＡＳ改正条文ＳＯＬＡＳ改正条文

塗装性能基準塗装性能基準

塗装メンテナンスガイドライン塗装メンテナンスガイドライン

防食免除ガイドライン防食免除ガイドライン

塗装試験基準塗装試験基準

耐食鋼性能基準
試験基準

耐食鋼性能基準
試験基準
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代替手法性能基準案と
耐食鋼の性能基準案・試験基準案

代替手法性能基準案と代替手法性能基準案と
耐食鋼の性能基準案・試験基準案耐食鋼の性能基準案・試験基準案

強制要件強制要件

現在、通信グループにて性能基準についての議論を実施中現在、通信グループにて性能基準についての議論を実施中

現段階で具体化・実用化している代替手法は現段階で具体化・実用化している代替手法は耐食鋼耐食鋼のみのみ

耐食鋼の性能基準案及び試験基準案は耐食鋼の性能基準案及び試験基準案は日本が日本がDE51(2008.3)DE51(2008.3)
に提出した案がベースに提出した案がベース



国際基準(IMO)での議論の主導（構造破壊防止プロジェクト）
カーゴオイルタンクの防食基準

耐食鋼を防食措置の１手法として提案・基準化
合理的な試験基準案の提案

バラストタンクの塗装基準
PSPCでショッププライマの使用可能な措置を確保
基準適用を船舶契約日ベースとし、準備期間を確保（これま

でのSOLAS条文は建造日ベース）

世界に先駆けた研究開発
（総合的防食性能向上のための研究開発プロジェクト）

現在のＰＳＰＣに対応した新技術の開発
エッジ処理技術の開発
ストライプコート用ツールの開発
混気ジェットを活用したブラスト技術の開発

ＰＳＰＣの改正も目指した新技術の開発
無機ジンク塗料を用いた新システムの開発
ＳＩ塗料による塗膜管理技術の開発15

防食基準に関するＪＳＴＲＡの取り組み防食基準に関するＪＳＴＲＡの取り組み防食基準に関するＪＳＴＲＡの取り組み

ＪＳＴＲＡ
船体防食総合対策委員会
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おわりにおわりにおわりに

ＣＯＴ防食基準は、防食措置として塗装以外の代替手法（耐食ＣＯＴ防食基準は、防食措置として塗装以外の代替手法（耐食
鋼含む）も認めている鋼含む）も認めている〈〈バラストタンクは塗装のみバラストタンクは塗装のみ〉〉。。

早期の基準策定が国際的流れ早期の基準策定が国際的流れ

ＤＥ５３（ＤＥ５３（20102010年年22月）にて塗装性能基準、代替手法性能基準を月）にて塗装性能基準、代替手法性能基準を
最終合意させ、最終合意させ、SOLASSOLAS改正条文とセットで改正条文とセットでMSC87MSC87にて採択すにて採択す
る必要あり。る必要あり。

ＤＥ５３以降に、塗装メンテナンスガイドライン及び防食免除ガＤＥ５３以降に、塗装メンテナンスガイドライン及び防食免除ガ
イドラインが議論される予定イドラインが議論される予定


